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生甲虫である （中島ら，
2020）．環境省レッドリ
スト （環境省，2020）に
おいて準絶滅危惧種に
選定されており，千葉
県レッドリスト （千葉県
レッドデータ改訂委員会，
2019）では最重要保護生
物 （環境省版レッドリス
ト基準の絶滅危惧 IA 類
相当） に選定されている．
千葉県ではこれまで富
津市富津岬 （山崎，1962，

1999），富山町【現：南房総市】，鴨川市江見地区 （矢
島，1969；山崎，1999） の記録のみで，1960 年代以
降の正式な採集記録は報告されていない． 

筆者らは，千葉県山武郡横芝光町および大網白里
市において本種を確認したので，千葉県内の新分布
および 1960 年代以来の貴重な記録としてここに報
告する．

5 exs., 千葉県山武郡横芝光町宮川，13. VIII. 2018，
山﨑採集，保管．

1 ex., 同地，16. IX. 2019，山﨑採集，内田保管 （図 1）．
5 exs., 千葉県大網白里市下ケ傍示，16. IX. 2019，

内田・山﨑採集，保管 （図 2）．

横芝光町の採集地は，岸際にヨシやマコモといっ
た抽水植物，水域内にはヒシ等の浮葉植物が繁茂す
る中規模のため池であり，同所的にコツブゲンゴ
ロウ Noterus japonicus Sharp, 1873，シマケシゲンゴ
ロウ Hygrotus chinensis （Sharp, 1882），エサキアメン
ボ Limnoporus esakii （Miyamoto, 1958）等が見られた．
本水域では，採集個体以外にも多くの個体を確認し
ており，安定して生息していると考えられる．

大網白里市の採集地も，横芝光町の地点と同様に
岸際にマコモ等の抽水植物が生育する中規模のため
池であり、本水域内にはアカウキクサ属が水面を
広く覆っていた。同所的にヒメゲンゴロウ Rhantus 
suturalis （Macleay, 1825），キイロヒラタガムシ E. 
simulans （Sharp, 1873） 等が見られた．

末筆ではあるが、筑波大学大学院生命環境科学研
究科の松島良介氏には本種を確認する上でご協力い
ただいた．古旗崚一氏には本種の採集にご協力いた
だいた．この場をお借りして厚く御礼申し上げる．
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【短報】ショウリョウヒゲ
ブトハネカクシの関東地
方からの記録

ショウリョウヒゲブトハ
ネ カクシ Creochara brevi-
pennis （Bernhauer, 1903） は，
日本最大級のヒゲブトハ
ネカクシの一種である．
形態については Maruyama 

（2004） に詳しい．なお，
属は「旧北区カタログ」
の 2015 年 の 増 補 改 訂 版
で は Tetrasticta が 使 用 さ
れている．Pace （2010） が
Creochara を Tetrasticta の
下位シノニムにしたためで
ある．ただし，Yamamoto 

図 1．山武郡横芝光町産マルヒラタガムシ．

図 2．大網白里市産マルヒラ
タガムシ．

図 1．ショウリョウヒゲブト
ハネカクシ♂（千葉県
南房総市産）．
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＆ Maruyama （2013） によれば，この処置は適切な説
明をともなわず同意できないとのことである．その
ため，ここでは Creochara を使用する．和名は，仏
教用語で死者の霊魂を意味する「精霊 （しょうりょ
う）」に由来し （山本，2010），夜間に動物の死体に
集まる生態にちなむようだ．

本種はベトナムのマウソン山 （Montes Mauson） か
ら得られた標本をもとに記載され （Bernhauer, 1903），
東南アジアから東アジアにかけて広く分布する 

（Schülke & Smetana, 2015）．近年では，朝鮮半島か
らも見つかっている （Song & Ahn, 2017）．

日本では奄美大島から初めて発見され，Hayashi 
（1994） によって記録された．柴田ら （2013） の『日
本産ハネカクシ科目録』によると，日本では，本州，
四国，九州のほか，島嶼部は琉球 （屋久島，奄美大島，
沖縄島） および対馬から生息情報がある．

筆者らは，これまで記録のなかった神奈川県，千
葉県において本種を確認しているので分布情報を追
加する．

1 ex., 神奈川県秦野市三廻部，9. VIII. 2011，遠
藤採集；1 ♂，千葉県南房総市白浜町乙浜，22. III. 
2020，亀澤採集，それぞれ採集者が保管．

神奈川県秦野市では，標高約 380 m の地点で，水
無川沿いの林道の谷部で行ったライトトラップに飛
来したものが確認された．ライトにはハロゲンラン
プとブラックライトを使用していた．周辺環境は落
葉広葉樹林で，一部にスギ植林が混じっていた．

千葉県南房総市では，海岸に近い低山の裾野の標
高 17 m ほどの地点で，照葉樹林の林縁環境におい
て確認された．採集個体は，午前 8 時ごろに，骨と
皮に干からびた肉少々，体毛の一部を残しただけの，
やや古びたホンドテン （イタチ科） の死体の直下の

落葉層から見つかった．
調べたかぎりでは，紀伊半島から関東地方の中間

からの本種の記録は見当たらず，これまでの記録地
からいくらか飛び離れた地域からの記録となる．房
総半島南部は現時点で本種の最東の確認地である．

既記録地と今回の新記録地をまとめると以下のよ
うになる．

［本州］ 千葉県（本報告）；神奈川県 （本報告）；三
重県（横関，2013）；和歌山県 （Maruyama, 2004）；
京都府 （黒田，2019）；奈良県 （Maruyama, 2004）；
岡山県 （千田，2018）．
［四国］ 徳島県 （Maruyama, 2004）；高知県 （中山，

2007）．
［九州］ 鹿児島県 （Maruyama, 2004）．
［島嶼部］ 対馬 （Yamamoto, 2009），種子島 （大坪，

2013），屋久島 （Maruyama, 2004），奄美大島 （Hayashi, 
1994; Maruyama, 2004），沖縄島 （Maruyama, 2004）．

記録は散発的で，確認のある県，島でも記録が数
件にも満たない場合がほとんどであった．

また亀澤の手元には 2 月に奄美大島で採集された
個体があるので合わせて記録しておく．

5 ♂♂ 6 ♀♀，鹿児島県大島郡宇検村ヤクガチョ
ボシ岳山麓，25–27. II. 2004．亀澤採集・保管．

鶏ガラを用いた腐肉トラップで得られた．本種は
春季から夏季に得られることが多いが，早春から活
動を開始しているようである．

末筆ながら，本種の学名についてご教示くださっ

図 2．確認環境（千葉県南房総市）．

図 3．国内分布図 （青い●は既知の記録地，赤い●は本報文
による新記録地を示す）．
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た丸山宗利博士 （九州大学総合研究博物館） と，文
献情報を教えてくださった今坂正一氏 （久留米市） 
と山本周平博士 （北海道大学総合博物館），文献入
手に手を貸してくださった吉富博之博士 （愛媛大学
ミュージアム） と野村周平博士 （国立科学博物館）
に深謝する．
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【短報】奈良県下からのクロツツヒラタムシの記録
クロツツヒラタムシ Ancistria reitteri Lewis, 1893 は，

熊本県湯山から獲られた個体により G. Lewis によっ

て 1893 に記載された （Lewis, 1893）．その後，愛媛
県小田 （佐々治，1989），福岡県川崎町 （高倉，1989），
同飯塚市 （山脇，1995），同東峰村 （城戸，2019）の
記録はあるようだが，奈良県下からの記録は見当た
らない様である．筆者の手元に奈良県下で得られた
個体があるので，以下に報告する．

1 ex．奈良県奈良市雑司町若草山，23. V. 2019，杉
本眞次採集，筆者保管．

本個体は，若草山にて採集許可 （奈良県指令奈良
公事第 6–14） を得て調査中に，シラカシの大きな風
倒木の枝部ビーティングにより得られたもので，そ
の後も筆者ら含め追加を試みたが，得られていない．

末筆ながら，貴重な標本を恵与頂き，記録の発表
を快諾頂いた杉本眞次氏，奈良公園内での採集許可
を申請頂き，文献入手にもご協力頂いた大阪市立自
然史博物館の初宿成彦主任学芸員，文献入手にご協
力頂いた生川展行氏に深謝の意を表する．
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図 1．クロツツヒラタムシ （左；表面，右；裏面）．


